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 食品群 すべての食品から 特定の食品から 
      
果物 炭水化物、水 ビタミン：Ａ、Ｃ、葉酸 
    ミネラル：鉄、カルシウム 
    繊維 
野菜 炭水化物、水 ビタミン：Ａ、Ｃ、Ｅ、Ｋ、Ｂ （ただしＢ12を除く） 
    
ミネラル：カルシウム、マグネシウム、ヨウ素、
マンガン、リン 
    繊維 
穀類 炭水化物、水 繊維 
  タンパク質 ミネラル：鉄、マグネシウム、セレニウム 
  ビタミン：Ｂ1、ニコチン酸   
      
牛乳と乳製品 タンパク質、脂肪、水 炭水化物 
  ビタミン：Ｂ1、Ｂ12 ビタミン：Ａ、Ｄ 
  ミネラル：カルシウム、リン   
      
肉・魚類 タンパク質 炭水化物、脂肪、水 
  ビタミン：Ｂ6、ニコチン酸 ビタミン：Ｂ12、Ｂ1 

































































































• 肥満のインパクト, obesity paradox 
• まとめ 
20151003 
  ボッシュ：大食の罪  ファブリ世界名画集8 
一卵性双生児の2人で580kg。体型が似ていることに注目。 
イラストレイテッド生化学 Figure 26.6 
肥満度の判定 
• ＢＭＩ（Body Mass Index）（1999年日本肥満学会「東京宣言」） 
• ＢＭＩは「体重kg／(身長m)2 」により算定 
• BMI＜18.5やせ  
• 18.5≦BMI＜25 正常 （標準ＢＭＩ=22） 
• 25 ≦BMI    肥満 
 肥満度I  25 ≦BMI＜30 
 肥満度II  30 ≦BMI＜35 （米国 ↓） 














やせ願望と「他人の評価が気になる」などのストレスの関係（ 「他人志向型」 ） 
肥満と死亡率 
標準体重   ＢＭＩ     死亡率 
 １００％ 22.0 １．０ 
 １３０％ 28.6 １．３５ 
 １５０％ 33.0 ２．０ 

























































 食欲調節・摂食行動に関連する遺伝子  
消費エネルギー 
 基礎代謝，食事誘導性熱産生，活動代謝に関連する遺伝子 
＝ 肥満 ＋ 
摂取カロリー＞消費エネルギー 

























  摂食中枢feeding center 
  満腹中枢satiety center 
  両中枢の相反的活動性による制御 















  食事前の食欲刺激（Ghrelin） 
Weight changes following 
episodes of overfeeding or 
underfeeding followed by 















  摂食・満腹中枢 
  辺縁系 
  前頭連合野 
  運動中枢（錐体路・錐体外路） 







  代謝  循環  汗腺 
 体性神経系 
  骨格筋 
（2） エネルギーバランス調節内分泌系 
 視床下部・下垂体前葉・甲状腺／副腎皮質 








摂食中枢 feeding center 
LHA: lateral hypothalamic area 
飽満（満腹）中枢satiety center 
VMN: ventromedial nucleus 











C57BL/6J mice with a mutation in the obese (ob) gene are obese、 diabetic、 and 
exhibit reduced activity、 metabolism、 and body temperature.  
Science 1995 Jul 28;269(5223):540 
The obesity syndrome 
of ob/ob mice results 
from lack of レプチン
leptin、 a hormone 
released by fat cells that 
acts in the brain to 

























































































Action of uncoupling protein. 
Uncoupling protein-1 (UCP-1) generates heat by permitting 
the influx of protons into the mitochondria without the 
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monoamines (NAd, 5-HT, DA) 
reuptake inhibitor 
 
Note: This is a controlled substance 
(stimulant): 21 CFR, 1308.14.  
Phentermine and topiramate 
(Qsymia®)： stimulant and 
anticonvulsant (side effect, nausea, 
anorexia)  
+ 
Lorcaserin: 5-HT2C receptor agonist, 
Side effect: headache 
 Victoza® (Liraglutide: GLP-1 
















    フェンフルラミン 















それがあります。   
The reference category with relative risk 1.0 is BMI 18 to <25. 
























Ages 25-59 Ages 60-69 
BMI BMI 
1971-75 1988-94 肥満のインパクト 
（2005, JAMA） 
obesity paradox 
















(1) 成因と分類  
(2) 基本治療方針  
(3) インスリン  
(4) 経口血糖降下薬 


























(1) キロミクロン  
(2) 超低比重リポタンパク分画とニコチン酸  








(1) コレステロールの動態  
(2) HMG-CoA還元酵素  









(1) コルヒチン  
(2) 非ステロイド性抗炎症薬NSAIDs 
(2’) ステロイド薬＜重症時＞ 
(3) 尿酸生成阻害薬  
(4) 尿酸排泄（促進）薬 
(5) 尿アルカリ化薬  
痛風 
尿酸結晶urate crystal 
Joints and kidney are damaged 







































講義風景 20151003（土） 13:00---18:30 
専門的内容でも、「ここがわからない」と質問してもらえるとよい。 
ときには、講師から聴衆に向けて質問を発するのも大切。 











①10代 ②20代 ③30代 ④40代 ⑤50代 ⑥60代 ⑦70代以上 無回答 計
①男 0 0 0 2 2 20 7 0 31
②女 0 0 2 1 11 20 7 1 42
③無回答 1 0 0 1 0 1 1 2 6
（３）職業
①学生 ②教員 ③会社員 ④自営業 ⑤家事専業 ⑥無職 ⑦その他 無回答 計
2 0 9 7 14 33 11 3 79
（４）居住地
①仙台市内 ②仙台市外 無回答 計
67 8 4 79
【項目２：情報の入手先（複数回答含む）】
①市政だより ②市町村広報誌 ③ﾎﾟｽﾀｰ･ﾘｰﾌﾚｯﾄ ④ＨＰ ⑤大学からの案内 ⑥各大学のＨＰ ⑦知人より ⑧その他 無回答 計
41 3 20 8 0 4 7 5 0 88
【項目３：受講理由（複数回答含む）】
①内容 ②知識 ③楽しみ ④知人 ⑤近い ⑥時間 ⑦無料 ⑧その他 無回答 計
76 14 6 3 5 6 11 2 0 123
【項目４：講座の内容について】
（１）満足度
①大変満足 ②満足 ③どちらでも ④不満 無回答 計
36 30 6 2 5 79
（２）理解度
①よくできた ②大体 ③できなかった 無回答 計
10 60 6 3 79
（３）時間
①長い ②良い ③短い 無回答 計
39 34 0 6 79
分子薬理学分野のアンケート用紙を用いて
９月２６日の講義の評価 poor fair  good
A　まとまりがあり、説明が明解である。 1 5 24
B　良く準備している。　 2 0 29
C　授業内容が学生の水準に適している。 4 6 17 判断できない１名
D　授業が興味深く、触発される。 2 1 26
１０月３日の講義の評価 poor fair  good
A　まとまりがあり、説明が明解である。 1 4 19
B　良く準備している。 2 1 21
C　授業内容が学生の水準に適している。 0 1 13 判断できない４名
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